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内科領域 におけるCefdinirの 臨床的検討

小花光夫 ・松岡康夫 ・入交昭一郎
川崎市立川崎病院内科*

新しく開発 された経口用セ ファロスポ リン剤であるcefdinir (CFDN)を 各種呼吸器感染症,尿 路

感染症に使用 して,そ の臨床効果 と副作用 を検討 した。対象は17例 で男性8例,女 性9例,年 令 は

15歳から72歳 までで,平 均42,3歳 であった。感染症の内訳 は急性扁桃炎3例,急 性気管支炎4例 ,

気管支肺炎4例,マ イコプラズマ肺炎2例,オ ウム病肺炎1例,慢 性気管支炎の急性増悪2例 ,急

性膀胱炎1例 であった。薬剤投与方法 として はCFDN1回100～200mgを1日3回 経口投与 した。

投与日数は5～14日 間,平 均10.5日 間であった。

臨床効果の判定ではマイコプラズマ肺炎,オ ウム病肺炎 を除いて,急 性扁桃炎3例 ではいずれ も

有効,急 性気管支炎4例 では有効3例,や や有効1例,気 管支肺炎4例 ではいずれ も有効,慢 性気

管支炎の急性増悪2例 ではやや有効1例,無 効1例,急 性膀胱炎1例 では有効であ り,計14例 中11

例が有効以上で,有 効率は78.6%で あ った。細菌学的効果においては菌消失4例,菌 減少1例,菌

交代2例 であった。副作用 としては17例 中1例(5.9%)で 皮疹の出現をみた。本剤投与前後 にお け

る臨床検査値では肝機能障害が4例(GOT,GPT値 の増加1例,GPT値 のみの増加2例,GPT,

Al-P値 の増加1例)で 認められた。
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Cefdinir(CFDN)は 近年,藤 沢薬 品研 究所において新たに

開発された経 口用セフ ァロスポリン剤で,そ の抗菌力 はcefa.

clor(CCL)を はるかに凌いでお り,ま た,グ ラム陰性 菌に対

してはcefixime(CFIX)と ほ1ま同程度,メ チシ リン感性sta.

phylococcus aureus, Staphylococcus epidermidis, Streptococ-

cus pneumoniaeな どのグ ラム陽性菌 に対 して はCFIXよ り

強い優れた抗菌力 を示 している。さらに,本 剤 はメチシ リン耐

性Saureus,Enterococcus faecalisに も中等度の抗菌 力 を有

している。CFDNの 化学構造 式 はFig -1に 示 した通 りであ

り,invitroに おけ る抗菌 スペ ク トラム は好 気性菌の みな ら

ず,嫌 気性菌に もおよんでい る1,2)。

我々はこのような基礎的評価 をふ まえ,内 科領域の各種呼吸

器感染症,尿路感染症において本剤の臨床的検討 を行な ったの

で,そ の成績を報告 する。

1.対 象 な らび に方 法

投与対象 は1987年12月 か ら1988年2月 までの 間 に川 崎

市立川崎病院 内科 に通 院 また は入院 中 の 患者 で,同 意 の

得られた男性8例,女 性9例 の計17例 で ,年 令 は15歳 か

ら72歳 にわた り,平 均42 .3歳 で あ った 。

感染症 の内訳 は急 性 扁桃 炎3例,急 性 気管 支 炎4例,

気管支肺 炎4例,マ イ コ プ ラズ マ肺 炎2例,オ ウム病 肺

炎1例,慢 性 気管 支 炎 の急 性増 悪2例,急 性 膀胱 炎1例

であった。

Fig. 1. Chemical structure of CFDN .

薬剤投与方法 としてはCFDN100mg(力 価)含 有カプ

セルを使用 し,1回1～2カ プセルを1日3回 経口投与

した。投与日数 は5～14日 間,平 均10.5日 間で投与総量

は1500mgか ら8400mgで あった。

効果判定は細菌学的には菌の消失 をもって有効 とし,

臨床的 には呼吸器感染症で は発熱,喀 疾性状,喀 疾量 な

どの臨床症状お よび胸部 レン トゲ ン所 見,血 沈,CRP,

白血球数な どの検査所見の改善 から,ま た,尿 路感染症

では尿沈渣所見,血 沈,CRP,白 血球数 などの改善か ら,

著効,有 効,や や有効,無 効の4段 階に判定 した。

II.成 績

症例の一覧表をTable1に 示 した。

症例1は 急性扁桃炎症例で扁桃膿培養にてβ-SvePto-

coccusが 検出 されたが,本 剤投与にて除菌 され,細 菌学

的に も臨床的に も有効であった。症例2,3は 急性扁桃

炎症例で扁桃膿培養では常在菌のみ検出 され,起 炎菌 を

*〒210神 奈川県川崎市川崎区新川通12 -1



408 CHEMOTHERAPY DEC, 1989



VOL.37 S-2 内科領域 におけるCFDNの 臨床的検討 409



410 CHEMOTHERAPY DEC. 1989

明 らかにすることはで きなか ったが,臨 床的 には有効で

あった。症例4か ら症例7は 急性気管支炎症例で基礎疾

患 として症例4は 糖尿病,症 例6は 鉄欠乏性貧血 と白血

球減少症,症 例7は 慢性肝炎をそれぞれ有 していた。症

例4,6は 喀疾培養では常在菌のみ検 出され,起 炎菌 は

不明であったが,臨 床的には有効であった。症例5は 喀

疾培養にてS.Pneumoniaeが 検出 されたが,本 剤投与 に

て菌数の減少をみたのみで,臨 床的に もやや有効 と判定

され るに と どまった。症 例7は 喀 疾培 養 にて1勉emo-

philus influenzaeが 検出 されたが,本 剤投与にて除菌 さ

れ,細 菌学的に も臨床 的にも有効であった。症例8か ら

症例11は 気管支肺炎症例 で基礎疾患 として症例8,10は

慢性肝炎,症 例9は 貧血 を有 してお り,ま た,症 例11は

貧血 を伴なった舌癌術後患者であった。症例8か ら症例

10は喀疾培養では常在菌のみ検出され,起 炎菌 を明 らか

にすることはで きなか ったが,臨 床的にはいずれ も有効

で あった。症例11は 本 剤投与 前 の喀疾 培 養 で はH.in-

fluemaeが 検出 されたが,本 剤投与後 は β-Streptococcus

が検 出され,菌 交代 をみた。臨床的には有効 であった。

症例12,13は ペ アー血清 におけるマイ コプラズマCF抗

体価が有意の上昇 を認 めマイコプラズマ肺炎 と,ま た,

症例14は ペアー血清におけるオウム病CF抗 体価 が4倍

から32倍 まで上昇 を認 めオ ウム病肺炎 と診断 された。そ

のため,こ れ ら3例 は副作用の検討には含めた ものの臨

床効果の判定か らは除外 した。症例15は 慢性気管支炎の

急性増悪症例で喀疾培養ではSPneumoniaeが 検 出 され,

本剤投与 にて除菌 されたが,微 熱が持続 して,喀 疲量に

も変化がなか ったため,臨 床的にはやや有効 と判定 され

た。症例16は 気管支喘息を伴なった慢性気管支炎の急性

増悪症例で,基 礎疾患 として高血圧,糖 尿病,慢 性心不

全を有 していた。本剤投与前の喀疾培養では常在菌 のみ

検出され,起 炎菌を明 らかにす ることはで きなか ったが,

本剤投与後 の喀疲培養で はメチ シ リン耐性S。aureusが

検出 され,菌 交代 をみた。臨床症状 では咳漱,喀 疾は不

変で,無 効 と判定 された。症例17は 急性膀胱炎症例で尿

培養にてEscherichia coliが105/m1以 上検出 されたが,

本剤投与にて除菌 され,細 菌学的 にも臨床的に も有効で

あった。

臨床効果の判定 としてはマイコプラズマ肺炎,オ ウム

病肺炎を除いて,急 性扁桃炎3例 ではいずれ も有効,急

性気管支炎4例 では有効3例,や や有効1例,気 管支肺

炎4例 ではいずれ も有効,慢 性気管支炎の急性増悪2例

ではやや有効1例,無 効1例,急 性膀胱炎1例 では有効

であ り,計14例 中11例 が有効以上で,有 効率 は78.6%で

あった。細菌学的効果 としては菌消失4例,菌 減少1例,

菌交代2例 であった。

Fig.2. Case 1, 15 y.o. female,: acute tonsillitis.

Fig.3. Case 8, 58 y.o. male,: bronchopneumonia.

(chronic hepatitis)

以 下 に代 表 的 な症 例 を2例 示 す。

症 例1:15歳,女(急 性 扁 桃 炎)

1988年1月5日 よ り39℃ 台 の 発熱,咽 頭痛が出現し,

1月8日 当院 受 診。 扁 桃 腫大,発 赤,扁 桃膿栓 を認め,

急性 扁桃 炎 と診 断 され た。CFDN1回100mg,1日3回

経 口投 与 で3日 後 に解 熱 し,咽 頭 痛 も消 失 し,有 効 と判

定 され た。 扁 桃 膿 培 養 で は β-Sveptococousが 検 出され

たが,本 剤投 与 にて 除菌 され た(Fig,2)。

症例8:58歳,男(気 管 支肺 炎)

1988年2月10日 よ り38℃ 台 の発 熱,咳 漱,喀 疾が出現

し,2月12日 当院 受 診 。胸 部 レ線 上 で右 中肺 野に浸潤影

を認 め,気 管 支肺 炎 と診断 され た。 喀疾培 養では常在菌

のみ検 出 され,起 炎 菌 を明 らか にす る こ とはで きなかつ

たが,本 剤1回200mg,1日3回 経 口投 与 で1日 後に解熱

し,7日 後 の胸 部 レ線 で は浸 潤影 もほ ぼ消失 して,有 効

と判 定 され た(Fig.3)。
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III.副 作用 と臨床検査値異常

本剤投与 中に本剤 による と思われる副作用が17例 中1

例(5.9%)に み られた。副作用出現例 は症例16の 高血

圧,糖 尿病,心 不全 を有 して,気 管支喘息 を伴なった慢

性気管支炎の急性増悪症例 で,本 剤14日 間投与するも症

状不変のため投与 中止 した症例である。後 日患者の訴え

に より本剤投与中止 日より前胸部,背 部,両 前腕 などに

掻痒感 を伴 なった発疹が出現 したことが判明 し,対 症療

法 として外用剤 を使用 しなが ら経過 をみた ところ,投 与

中止か ら18日後に発疹はほぼ消失 した。本例は以前に も

薬剤 アレルギーの既往があるとの ことであったが,原 因

薬剤名 は不明であった。その他の症例では本剤によると

思われ る副作用はみられなかった。

本剤投与前後に施行 した末梢血,肝 機能,腎 機能な ど

の臨床検査値 はTable2に 示 したとお りであ る。症例

3,13で は本剤投与後 にGPTの みの増加(GPT10→52

→231U,GPT21→40→281U),症 例8で はGOT,GPT

の 増 加(GOT39→78→361U,GPT64→120→48

1U),ま た,症 例15で はGPT,A1-Pの 増加(GPT19→

44→201U,Al-P361→500→3781U)が みられたが,い

ずれもその後投与前値 または正常値に復 した。

IV.考 察

CFDNは 殺菌的に作用する経口用セファロスポリン剤

であ り,こ れ までの基礎的検討から極めて巾広い抗菌 ス

ペ ク トルを有 し,グ ラム陰性菌のみならず,メ チ シリン

感性S.aurens,S.epidemidiS,S.pneumoniaeな どのグラ

ム陽性菌 に対 して も優 れた抗菌 力を有 して いる三・2にと

が知 られている。

今回,我 々は このような基礎的評価 をふ まえた上で,

CFDNを 急性扁桃炎3例 ・急性気管支炎4例,気 管支肺

炎4例,慢 性気管支 炎の急性増悪2例 ・急性膀胱炎1例,

計14例 の各種内科領域呼吸器 および尿路感染症に投与し

て,そ の結果 として78.6%と いう有効率を得た。このこ

とは本剤が経口剤であるために,投 与症例が全て軽症ま

たは中等症 であった ことを考慮 して も,満 足できる臨床

効果 を有する薬剤であった といえる。

なお,本 剤投与中に本剤によると思われる副作用が1

例(5.9%)で 認め られた。 この症例 は多 くの基礎疾患を

有 してお り,本 剤投与中に多種類の薬剤 を併用内服して

いたが,い ずれ も継続投与中であ り,新 規に内服した薬

剤は本剤のみであったため,皮 疹は本剤 と関連した可能

性 があるものと考え られ る。

また,本 剤投与中における臨床検査値の異常は17例中

4例(23.5%)で み られたが,い ずれ も軽度でその後投

与前値 または正常値 に復 していた。 なお,症 例8は基礎

疾患 として慢性肝炎を有 していたため,GOT,GPTの 増

加が本剤 と関連 した ものであるか否かは不明である。

以上,CFDNは 内科領域の各種感染症において十分有

用 と考 えられ,今 後更な る検討に値する抗生剤であると

思われた。
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CLINICAL STUDY ON CEFDINIR IN THE FIELD OF INTERNAL MEDICINE

MITSUO OBANA, YASUO MATSUOKA and SHOICHIRO IRIMAJIRI

Department of Internal Medicine, Kawasaki Municipal Hospital
12-1, Shinkawa-dori, Kawasaki-ku, Kawasaki 210, Japan

We administered a new antibiotic, cefdinir, for 5-14 days at daily doses of 300-600mg to 17 patients; 3 with
acute tonsillitis,4 with acute bronchitis,4 with bronchopneumonia ,2 with mycoplasmal pneumonia , 1 with
psittacosis,2 with acute exacerbation of chronic bronchitis and 1 with acute cystitis.

The overall clinical response was good in 11 cases, fair in 2, poor in one and not evaluable in 3, with an
efficacy rate of 78.6%.

Skin eruption was observed in one patient. Laboratory findings revealed slight elevation of s-GOT and s
-GPT in 1, of s-GPT in 2 and of s-GPT and Al-P in 1 patient.


